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格子状１ 16401 16381 
格子状２ 18223 18199 
環状１ 10905 10925 
環状２ 12114 10925 
環状３ 10905 10925 
水準を一定とした場合の交差点改良による通行不能なＣ
Ｄペア数の減少量を推計することができる。
（１）評価方法
通行不可能となったＯＤペアに着目した評価法として、
図－１に示した道路網最大容量算定のフローに、図－６に示
すフローを追加した。
1)まず全ＯＤペア数に対する通行不可能ＯＤペア数の許
容値(IZC)を与える。
2)最短経路探索の結果通行不可能となったＯＤについて
ほとんど変化が見られない場合も、多くのＯＤペアが切
断され、それに伴って多くのＯＤペアにおいて交通型配
分が停止されていることを意味する。計算結果ではこの
ような例が多く見られるが、環状3の道路網では許容値２
０%を与えることで大幅に交通量が増加しており、最大容
幽時（許容値の設定なし）には多くのＯＤペアが通行可
能で、交通型配分が停止されるＯＤペアも少数であるこ
とが示されている。
Iま、交通量の配分
を停止する。
3)各総トリップ数
増加段階ごとに通
行不可能となった
ＯＤペアの数(IZ）
をカウントし、そ
の値が許容値を超
過した段階で配分
を終了し、その段
階における総交通
６．まとめ
通行不可能ＯＤの許容値（lZC）
本研究は、道路網形態評価ための道路網容量算定にお
いて、従来暖昧な形でしか取り扱われていなかった信号
交差点の容量解析を明示的に組み込むことにより、信号
交差点においで慢`性的に渋滞を引き起こしている都市内
道路網の最大容堕評価をより現実的に行う方法を提案し
た。仮想ネットワークに対する計算例では、数種類{設定
したリンク切断の判定基準による結果の相違を調べ'、ま
た現実に発生しうるＯＤパターンの変動を考慮し＜信号
交差点を評価対象とした道路網形態・整備とＯＤパター
ンとの整合性評価を試みた。更に最大容肚時に通行不可
能となるＯＤに着目することで、発生・集中を抑制すべ
きゾーンを探索し、また需要に対して必要な道路網整備
・改良を検討する方法についても考察した。
道路網容趾の値はネットワークにおける実際の交通謎
と一致するものではなく、また本研究で設定したリンク
切断の判定基準は、道路網を評価する側が場合に応じて
定めればよい性質のものであるが、都市内道路網におけ
る物理的な最大容肚の評価という目的からみれば、本研ｌ
究で提案した方法はひとつの有効な評価基準となろう。
岐後に、匿名査読者の的確なご指摘により、本論文が
より洗練されたものとなった。また、本研究は文部省科
学研究費一般研究(Ｃ）（代表、高山純一）の研究助成に
よって行われた研究成果の一部である。ここに記して感，
謝したい。
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壁を最終計算結果図－６通行不可能ＯＤに着目した評価フロー
として、計算を終了する。
（２）仮想ネットワークによる計算例
計算例として、第３章で示した仮想ネットワークを用い、
通行不可能ＯＤペア数の許容値を2秘類与え、先に得た道
路網股大容趾（許容値の設定なし）との比較を行った。
なお、リンク切断の判定基準はレベル3とした（表-3）。
通行不可能ＯＤ数の許容値を設定（あるいは許容値を
大きく）しても総交通鼠に変化が見られない場合は、既
に多くのＯＤペアが切断され許容値を超過していること
を示しているものと考えられる。また同様に総交通趾に
表－３通行不可能な０，ペア数に対する許容lidと総交通ｉｉｉ
窪
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